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ピルファデイングの「組織された資本

主義j論 (1)

条

f懇織された資本主義J諭の形成過程

* 

127 (543) 

私は前橋において第一次大戦中のじノレブァディングの緒論議をとり

戦争右f製機にして設が「組織された資本主義Jの現実弟可能性aを唱えるにい

たったゆえんを明らかにして:おいた。本稿マは，それにつづL、て，松対蔀安

ともいうべきヒノレブプディングの

論を検討することにしたいの

された資

本 HH務 f第一次大戦とじノレファディングの帝問主義論J(北大経済学研究26(3)1976.
8) 

1. 1924年4月， ドイツ 〈以下SPD)は，それまでの党理論

Fノイェ・ツァィトJ(Die Neu記にかえて， uゲゼルシャフトJ(Die 
Gesel1schaft )を創刊した。この fグゼルγャブトJは， rマルクス
局闇」に対応した菌際理論誌としての期待合摂うもので、あった〔カウツキ

の部刊の辞〉。その編集長に事ましたのがヒノレブプディングで、ある。被は事実

ウツキーの後継者として，戦後に再建された第ニインターた代表する理

論的指導者のひとりと目された。爽轄に披は，資本定義のいわゆる相対的安

定期におけるほとんどの党大会に主要報告者と し，カウツキ…とと

もにSPDのハイデノレベルク麟領(1925年〉を怒草したo :;ヤール農業綱

(1927年〉の草案作成にさいしては， そして被

が当時の報告や緯繍で唱えた「総識された資本主義J議誌， コミンテノレンの

いわゆる「危機」諭にたし、するものとして，第二インターの公式的な環論と
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なったのである。

ところでヒノレファディングの「組織された資本主義」論は，いうまでもな

く相対的安定期に突然唱えられたものではなく，彼の主著たる『金融資本論』

(1910年〉において一一「組織された資本主義」としづ表現こそ使用されて

いないがーーすでに萌芽的に論述されていた。そしてその後，戦争・革命の

体験をとおして徐々に形成されたものであった。ここでは，ひとつの準備的

考察として，ヒルファディングの「組織された資本主義」諭のこの形成過程

を簡単にのべておく。まず，問題の所在を明らかにする意味で，完全独占に

かんするマノレクスとエンゲノレスの言及に触れておこう。

周知のようにマルクスは『資本論』において，資本の集積・集中が生産手

段の集中と労働の社会化を進展させ，r資本独占」をもたらすという「資本家
的蓄積の歴史的傾向」を描いた。そして資本集中の極限として，全社会的総

資本の単一資本家あるいは単一資本家会社への集中を想定した。しかしこれ

はあくまでも理論上の仮定であり，マノレクス自身は，完全独占が資本の自己

否定を意味し， したがって現実には実現されぬものと考えていた。かかあ完

全独占への傾向にたし、しては，つねに「分散的作用」が働く。独占は競争と

いう環境のなかでのみ存在する。しかし彼のプランでは「分散的作用」等は

諸資本の競争の篇で展開されることになっており，その篇が実際に書かれな

かった以上，われわれはその具体的内容について知ることができない。

マルクスなきあとェンゲノレスは， 19世紀末の巨大な資本集中の諸現象をと

らえて，いくつかの重要な指摘をおこなっている o彼は，マルクスが仮定と

してのベた完全独占への前進傾向が，一産業部門レベノレで、はすで、にイギリス

やアメリカにおいて現実にみられると確認した。また，個人企業→株式会社

→トラスト→産業部門全体の株式会社による独占→固有化といった，星野中

氏によればr~社会化』進展の図式」を示した。そしていくつかの生産部門に

トラストが成立すると，私的生産も生産の無計画性も消滅するとのべたので

ある。結局，エンゲノレスは， 19世紀末の資本主義分析から，マノレクスが仮定

した完全独占への傾向の着実な前進を確認した。
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さてわれわれはマルクス.=ンゲルスから発して， I時泌がつぎのような形

で疲らの畿継者たちに残されたということができる。すなわち，

と生産の社会北は，どこまで遂み，いかなる資本の形態に導くのか，

またそのさい競争と生窓の無政府性はし、ったし、どうなるのか?と。われわれ

の関心に号iきつけていえば，この問題が，ーヌぎに資本集中→完全独占への傾

向の一間的強語から f組織された援本主義Jの形成といった解答か見いだし

てゆくのである。

その設，資本集中と独占の問題は，修正主義が議争をへて s ヒ/レファダイ

ングの『金融資本論jにおいては乙めて正問にナえられたのその序文はつぎ

のようにのべている。

rr近代J資本友達長の特性をなす集積過程は，一方ですヱカルテルやトラストの形成
よる『自由競争の止揚Jとたってあらわれ，他方で、は銀行資本と産業資本との

ますます繁華努イじする関連とたってあらわれる。J

資本はこの関連をとおして金融資本の形銭安とるというわけだが，ところ

でヒルファダイングは，独占と金融資本をどのような観点、から取りあげたの

だろうか。

結論会先取りしぞいえば， ヒノレファディングは，縦行による建築の支配と

創業利得の取得を主題とする一方，r;社会経済の総識化の を解決し，社

会主義の物質的欝段階をど準備するものとして，独占と金議長緊本を明らかにし

た。そしてこういった離点から，彼は完全独占論にぴゆたり接返するのであ

る。この * もう少したちいって検討しよう。

年 これまでの f金融資本稔Jの務研究において，ヒノレツアディングの流通主義的方

法，箕輪，総カノレテノ鳴き中央銀行総金融資本腕恐慌論のなか号すでに

「組織された資本主義J論の認発が含まれていることが指擁されてし、るが，以下

では々かでも一言書核心的な独占と金数資本概念に言及するにとどめるむ

『金融資本論Jにおいて，独占形成は料調率の均等化の法員1jとのかかわり

で，理論北されている。そのさい注gずべきことにとルファディングは，独

Eちによる投機の死とか競争の止揚関向宏一面的に強調している。のみならず
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「カルテノレイじには絶対的な限界はなし、Jとして，カルテノレが他の産業広波及し

てゆく過程が究極的に「総カルテノりの形成にみちびくと考え，かかる f総

カルテノレjが支配する さえ観念しているのである。

とはいえ設はこの了総カルテルjについて，ベルンシ品タインらのカルテ

ノレ・トラストによる恐a慌の解消輸な批判するにあたり，つぎのようにそ

してもいる。すなわち，生産の無政甫牲はなしくずし的にではな

く総カルテノレの成点によっ'てはじめて止揚されるが， このような状態は，経

済的には考えられるにしろ，社会的および政、治的に拭…偶の不可能率である，

と:だが， ヒノレブアダィソグのこういった見解は，前述のごとくマルクスが

占の成立を否定する輩、関をもっていためにたいし，

占不成立の経済学部数明を放棄することにほかならなL、というより

も被の独占議の性格から考えて，それを経済写能には説明で設なかったとい

つぶノヨ1)>いい。なぜならヒルツァディン夕、は，独占による競争の11::揚傾向を

一面的に強識しているのであり，基幹護産業を中心として独占が成立

さらに独占と競争の対立・王子居・札機関係についてほとんど注意を払わなか

った。その結果，被は，独占形成による資本定義の綴識化と計画化がどんな

ちたもの勺あるかをと明らかにしえなかったからである。結局，私

は客観的にみて， ヒノレブァディングのよ述の見解がJ資本主義の組織化j視

角からの読の独占論と修正主義批判を議院した裁の恐慌輸とのあいだに生じ

たひとつ しているように思、われる。とくに被の部慌論にお

けるつぎのよう ，そういえる。すなわち「金融資本と恐慌」

というその表題にもかかわ必ず，第儀委縁では，両者の関係についてほとんど

触れるところがないという矛績である。悲d葉の性格における変化をあつかっ

も， (1)信用・銀行鍛j援の発畏による伶用恐醗・強行恐慌等

の困難化〈産業iこすこL、する銀行の支配 もこの濁連でごくわずかに触れ

られる〉と(2)カルテノレによる非カルテノレ幾多義へのE号、銀負担の転録についての

べられているにすぎなし、。この事実は， ヒルブァディングが明らかにした金

融資本の， のベる性格と密襲に関係してし、ると考えられる。
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滞矢L1のように， ヒノレブァディング試金融資本を「強行の管理下にあって産

よって充用される資本JI貨幣形態の資本jと定義した。つまりヒルブア

ディングにあっては，金融資本は，設会に存在する遊休愛幣

にした銀行が，その資本な擬観資本形態でいつでも流動イじする可能性、会もた

-1tvつペコ， し，そ 固定イじされる関係省f意味している。

レーニンは正当にもこの定義にたいして独点の欠落を批判した。しかしなが

らレーニンはここでヒルファディングの金融資本概念が資本長畿の鑑識化の

観点からのべられていることに十分の関心を払っていないように忠われるの

つまりヒノレブプディングによれば，金融資本においては，産業・潟業・銀

のいゥさいの部分的資本語静態は，貨幣資本〈貸付資本と操縦資本〉

の運動をとおして，全体性に統一されてあらわれる C すなわち金融資本は，

産業・商業・銀行資本を三位一体的に組織的に統一す剛るまでにいたった

幣資本jの最高形態であり，この意味で銀行資本会揚棄したものである。

かかる金融資本v:t，歴史的につぎのごとく「社会経済の認識化の問鱒jを

る。つ;iり金融紫本は，株式会社制援会議礎とし，産業における集積

と銀行における集積の前進につれて発展する。それはヲ一方における f総カ

ルテノレJの形成p 彼方における『中央銀行jの形成によって進められる

主義の室長織イじさピ，さらに湾銀向の基盤にたらそれらを統ーすることによって

膝史的に提議する。そして「金融資本の完成形態j誌資本主義の組織化の完

成を意味する。「金融資本はその完成形態においては，資本少数政1i合の手にお

ける経済的政治的絶対権の最高段階を意味?る。jまた，その場合，すでに融

対的形態で意識訴に謂整される社会が成立しており，金融資本は，1そ

らひきはなされているJ。かかる金融資本は，その綴向からいえ

ば， 1生産にたいする社会的管理の樹立J1敵対的形態における社会化jを意

ており，社会主義の物質的基殺をなしている。

以上，はなはだ大ざっぱな検討℃、あるが，その結論として， にノレブァデイ

ングの金誕生資本誠意:こそ，1綴織された紫;本主義Jの理論的基盤合なしている

ということができる。そしてかかる ，いうまでもなくヒルファデ
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ィングによる恐慌解消論批判と る。しかしこの矛屈は，r金融資本論』
のなかでは，比較的めだたない形で存在していたのであり， ヒノレファダ 4ン

グはJ組織'dれた資本主義jが浬論的検象的な想定にすぎず，混実化しえな

いものだとすることによって，それを処理することができた。彼はほ長織さ

れた資本主義J段構kこいたるまえに，金融資本の政策たる帝盟主義がもたら

す物価機資，程税負担，戦争等の籍矛j重からプロレタ予ア…トのディグタ…

ヅワラーが樹立されるとみていた。その点，レーュンによるカウツキーの超

にたいする批判と一見類似する視点をもっていたといえるc

しかし客観的には，殺の F金融資本論Jは，完全独占，i;f，H験された資本主義」

の現実肢にすでに引きょせられる もっていたのである。

1) K. Kautsky， Phasen und Zeitschriften des Marxismus， in : Dic Gesellschaft， 1. 

，Jg‘Bd.し 1924，S.26. 
2) W. Gottschalch， Struktur Veranderung der Gesellschaft und polttisches 

H仰 delnin der Lehre von RudolJ Hilferding. 1962， S. 26. プットシャ

ノレピ fとんブアデイングー後溺主義とF'イツ・マんクス定委員一一」保住敏彦，

主主議共子訳， ミネノレグァ書房， 1973. 17ベ{ジ。

3) 社会経済研究所ず農業政策線領J激策綱領大系 1，華料失社薮， 1929， 236ページ。

4) マルクス了資本論」富民文義務絞り)437~438ベ… :/0

5) I河上， 212ベージ。

6) -qルタJえ f受章j余倒i俗学説史jマノレエン念集26m，j立方議j乱初6ベ…:/0

n マノレタス「営学の食慰三宮英文庫版， 204ベージ。
8) マノレタス〈殺容〉

9) マノレタス(設5)エンゲノレスの設。

10) エンゲノレス r~想、よち科会詳へJI;お波文庫版， 80~83ベ…ジa 星野中「帝ß.<J::i議論

史における詐士会化』論的系譜(1泣く経済学雑誌， 72(2)， 1972. 2) 7ページ。

11) エンゲ、ルス「エノレブノレト綴僚批判Jcrゴータ
民文庫版)90~91 ページ。

-品ノレフノレト綱領批判j悶

12) ビノレアアデ 4 ング r~融資本論j 箆i民交際版(1)49ページ。

13) たとえば， 1公井安信 rl:::.ノレフアダイングの f綿織された資本定義3への布石j
Crff.:tJ羽貨幣論統究.J]，臼ヌド評論社， 1970，第3護者の三〉・野忠弘茶「金融資本論の
研究科… n念カルテノリ総の特質…J(九大経淡学研究34料1968.10) ・ネ;絡事喜一
郎「ビパ〆ブアデ fングの『独点J理論j仔競争と独占j，新評論， 1974，補論2)

・元日;厚生?とノレツァディングにおける『金融資オリの潔給様成についてJC研究
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年報・経済学33，1971)星野中「ヒノレフアディング『金融資本論』の基本的構造

とその問題点一研究史上の位置との関連においてーJ(~資本主義の思想構造』内

田義彦・小林昇編，岩波書庖， 1968所収)・長岡豊「ヒノレファデイングの不批例

説と『組織された資本主義論JlJ(六甲台論集3μ)1956，12)その他コミ γテルン

による社会ファシスト的恐慌論批判。

14) ヒノレフアデイング「金融資本論』第 3 篇第11~13章参照。

15) 向上(2)104~105ベージ。

16) 向上(2)205ベージ。なお，われわれは， カウツキーの1892年の著書「エノレフノレト

綱領解説Jl(都留大治郎訳，世界大思想全集14，河出書房， 1955， 63ベージ〉のな

かにも，これと同機の表現を見いだすことができる。

17) ヒノレファディング『金融資本論J(2)88~89ベージ。

18) レーニン『帝国主義論』国民文庫版， 60~61 ベージ。

19) ヒノレファディング「金融資本論Jl(2)105~106ベージ， 81ベージ， 336~337ベージ，

341ページ。

20) 同上，第5篇第25章。

21) レーニン(註18)122~123ベージ。

2. w'金融資本論』において， ヒノレファディングは， .前述のように帝国主

義を社会主義の前段階とみなし，帝国主義にたいして自由貿易ではなく社会

主義を，プロレタリアートの政策として対置した。そして第一次大戦前夜に

は，社会民主党内中央派の立場からではあるが，当時の国際情勢を，イギリ

ス帝国主義とドイツ帝国主義の対立を基軸にする観点から分析し近い将来

における社会革命の到来を展望した。だが，戦争はヒノレププディングの予期

せざる事態をもたらした。すなわちそれはSPDの戦争協力と国際社会主義

運動の分裂にみちびく一方，国家権力の異常な強化と戦時統制経済における

資本主義のいちじるしい組織化と計画化をもたらしたのである。このような

事態に直面してヒルファディングは，これまで抽象的に想定していた「組織

された資本主義」を，現実的可能性において考えるようになったといえる。

これについては前稿ですでにのべているので以下，略述にとどめる。彼は，

戦時中のいくつかの論文のなかで，r組織された資本主義jに言及している。
同じ時期に，戦時統制経済の観察から， レーニンやブハーリンらが国家独占

資本主義論あるいは国家資本主義論を唱えたが， ヒノレファディングも国家を
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重視する観点から「組織された資本主義」を明らかにし，1組織された国家資

本主義」とし、う用語をそれとほとんど同義に使用した。そして戦後における

社会発展の道を、「組織された資本主義か社会主義か」といった二者択一の形

で展望したのである。

一方，1組織された資本主義」にかんする見解のこの変化に対応して，帝国

主義にたし、するヒノレファディングの見解にも若干の変化がみられた。彼は，

分裂状態におちいった当時の国際社会主義運動の情況をみて，帝国主義に直

接的に社会主義を対置することはあまり効果がないと考えた。それよりもむ

しろインターナショナノレの再建が急務で、あるとみなし，具体的諸要求の積み

重ねをとおして，国際労働者階級を統ーにみちびこうとした。この具体的要

求のひとつとして，彼は， (1)帝国主義戦争の協力者と一線を画すプロレタリ

アート独自の商業政策(2)労働者の物質生活の切実な要求だという盟由から，

自由貿易政策を掲げた。そしてこの百由貿易政策の延長線上に一一「組織さ

れた資本主義」の一環として一一超帝国主義の可能性を認めたのである。か

くてわれわれは，第一次大戦中にヒノレファーディングが結局帝国主義か自由

貿易主義かといった問題を一方で、はたて，他方では「組織された資本主義」

(超帝国主義〉か社会主義かとしづ戦後における発展の二つの道を示したと

いうことができる。

1918年11月， ドイツ革命が勃発した。ヒノレブァディングは，上述のr組織さ
れた資本主義」か社会主義かといった二者択一の判定が社会主義の方にくだ

されたと考えた。彼は，戦地から復員早々ドイツ独立社会民主党 (US P D) 

の新機関紙『フライハイトJ(Die Freiheit)の編集長となり， US  PDの代

表的理論家のひとりとして， ドイツ社会化 (Sozialisierung)運動を積極的に

指導していった。彼は革命の当初，資本家階級の経済的権力を奪い，1社会主

義政権」の権力基盤を強化するために基幹産業の「社会化」の実施を唱えTJ。
また「社会化」が戦後経済再建の最良の道であると主張した。

じかし革命における労働者階級の敗北は， ヒノレファデ、ィングをしてふたた

びかの二者択一を思いださせる。 1920年10月の演説「社会化と諸階級の力関
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係Jにおいて， ヒノレファディングは，ふたたひ、社会主義か「組織された資本

主義」かとし、った二者択ーを提示するにいたった。しかし彼は与党的立場か

ら社会化運動にかかわり，社会主義への過渡期の複雑さをあらためて認識し

た結果，この時点ではすでに「組織された資本主義」の到来を予期しはじめ

たので、はあるまいか。上述の演説で彼は，革命の挫折の原因一一これは「社

会化Jの性格と関連しているが，これについては「経済民主々義」の検討の

さいに触れる一ーを労働者階級の未熟等にもとめ，社会主義の実現が日常的

改良闘争をとおして労働者を教化する息、の長い過程であるとのベた。そのと

き彼は，すでに社会主義への過渡的段階として「組織された資本主義」を意

識していたように思われる。

それいらい，経済の混乱と資本家の攻勢によって労働者階級が守勢にたた

された情勢下で， ヒノレファディングは，労働者の生活改善のために， もはや

「社会化」の道か資本主義の道かにこだわることなく，戦後経済の再建に尽

力しはじめる。彼はコミュニストの崩壊論=攻勢戦術と重工業を中心とした

反動グループの好戦的政策一一ー彼によれば左右両翼の「破局政策」ーーに反

対した。そして戦後恐慌をひとつの循環恐慌だ一一特殊な性格を有するが

ーーと説明することによって，戦後資本主義の景気浮揚の可能性を確認した。

1921年2月，ウィーンで開催された国際社会党協議会〔第二半インターの創

立大会〉の席上では，この再建にあたって大きな障害となっている賠償問題

の節度ある解決を訴えている。国際情勢については，当時の国際会議(ワシ

ントン会議，ジェノワ会議〉にかんする論説のなかで，アメリカをパックと

するイギリスとフランスの対立に，あたらしい世界戦争の危機の火床がある

ことを一方では認めつつ，イギ、リスを中心とした「再建のための全ヨーロッ

パ連合」の形成に世界平和の確立を期待した。

1923年8月， ヒノレファディングはシュトレーゼマン内閣のもとでの蔵相と

して，失脚するまでのわずかな期間ではあるが，インプレーション収束のた

めの通貨改革にのりだした。ドーズ案が提示されたとき，彼はドイツ政府に

ドーズ案の受けいれを要求した。かくてヒノレファディングは，相対的安定期
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一一ー彼によれば「組織され資本主義」の時代一ーを，みずからその成立に積

極的な役割をはたしつつむかえたので、あった。

以上，われわれは『金融資本論』から戦後経済再建期にかけて， ヒノレファ

ディングの「組織された資本主義」論の形成過程を大まかにたどってみた。

『金融資本論』以後の時期におけるヒノレファディングの活動なり見解なりは，

それじたいとして多くの興味深い論点を含んでいるのだが，以上では「組織

された資本主義jに関係する事実をなぞるにとどめなければならなかった。

しかしそこでのごく大ざっぱな考察からも，~金融資本論』と「組織された資

本主義」論が決して理論的に断絶したものではないことがうかがし、えたであ

ろう。つまり「組織された資本主義J論は，決して『金融資本論』の論理の

全面的改訂のうえに成立したのではなく，むしろこの論理の延長線上に，情

勢変化に対応して唱えられたと考えることができる。その形成過程は一一以

上の考察を約言すれば一一「組織された資本主義」の抽象的可能性が現実性

に転化してゆく過程であった。この過程が，結局，相対的安定期の資本主義

の観察から，r組織された資本主義」論の成立にみちびいたといえよう。これ
についてのたちいった考察を，以下，本論でおこなうことにしたい。

22) ヒノレファディング『金融資本論J(2)335ページ。

23) 1910年から1912年にかけての，オーストリア社会民主党理論誌“Kampf"とSP

D理論誌“:Jeue2eit"におけるヒノレファディングの諸論稿を参照。なお第一次大

戦前夜のヒノレフアディングについては，別稿を用意している。

24) 拙稿(前掲)のとくに N.超帝国主義論の萌芽 v.戦時経済と組織された資本主
義を参照。

25) W. Gottschalch， (Anm. 2) S. 18~19. 邦訳， 8~9 ベージ。なお， ヒノレフア

ディングの「社会化」論にかんするわが国の研究には，米川紀生 iRudolfHilト

erdingの社会化論一一R.Hilferding研究(l)J(一橋論叢64(1)1970.7，新潟大学

経済論集(9)1971.2，帥1972.1!， 黒滝正昭「ヒノレファディングの社会化論(上・

下)J(研究年報経済学35い)， 36(1)1974)がある。

26) R. Hilferding， Revolutionare Vεrtrauen?， in : Die Freiheit， Jg. 1， Nr. 6， 18. 

11・1918.

27) R. Hilferding， 2ur Sozialisierung Frage， Sonderabdruck aus dem Protokoll der 

Verhandlungen des Zehntm Deutschen GewerkschaftskongresRes， abgehalten 
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in der Zeit Vom 30Juni zu 5 Juli Niirunbeng， (Berlin. 1919) S. 38. 

28) R. Hilferding， Die Sozialisierung und die Machtverh五ltnisseder Klassen (Re-

fprat auf dem 1. Betriebsratekongres， gehalten am 5. Okt. 1920) Berlin， S. 

8.二者択一は Selbstverwaltungin der Industrie， in: Dpr Sozialist， 7. Jg， 

1921， S. 1040.において繰り返される。

29) R. HiJferding (Anm. 28) S. 23~25. 

30) R. Hilferding， Di"， Einigung der deutschen Arbeiterklasse， in : Der Kampf， 14. 

Jg.， 1921. 

31) R. HiJferding， Die 羽Tiedergutmachnugund das international Proletariat， in : 

Der Sozialist， 7. Jg.， 1921. 

32) R. HiJferding， Die 羽Teltpoltik，das Reparationsproblem und die Konferenz von 

Genua， SchmolJers ]b. f. Gesetzgebung， Verwaltung. u. Volkswirtschaft im 

Deutschen Reich， 46. Jg.， 1922. 

33) W. Gottschalch， (Anm. 2) S. 20~23. 邦訳， 1O~13ページ。

34) R. HiJferding， Die Reichstagswahlen und die Sozialdemokratie (Rede auf dem 

Berliner Parteitag der SPD 1924)針。tokoll，S. 169~ 170. 

「組織きれた資本主義」論の理論構造

レーニンは，彼の『帝国主義論』において，帝国主義がプロレタリアート

の社会革命め前夜であると規定したが，第一次大戦後期はまさしくだれの目

にもプロレタリアートの社会革命の時代だと映った。多くの社会主義理論家

は，当時の国際情勢を帝国主義論の論理の帰結として把握したのであり，資

本主義の崩壊現象から直接的に社会革命運動の指針を引きだすことができた。

しかし， 1920年代中ごろになると，危機からの脱出が不可能のようにみえ

た資本主義が，あらたに回復・上昇の時期をむかえた。資本主義のこの情勢

変化にたいして，社会主義者たちはあたらしい対応をせまられた。コミンテ

ノレンは，資本主義の「部分的，一時的安定Jr相対的安定Jr民主々義的平和
主義」の時代の到来を宣言した。そして理論上の模索をはじめたが，資本主

義の発展の時期がもはや過ぎさり，その没落期がはじまったと考え，安定を

別な形態をとった危機とみなす点で、は共通していた。その後コミンテノレンは，

個々の論者のあいだに多少の見解の相違を残しつつも，体制間矛盾と不均等

発展の法則を柱とする全般的危機論を確立してゆく。
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このように， コミンデノレンの政論が，第一次大戦後の資本主義にもはや発

肢の内釣整力がうたわれたとみなす綴向があったとすれば，他方ではそれと正

反対の，かなり選手襲撃力をもった見解が生みだされた。第二イ γターの「組織

された資本主義j論がそれで、ある。そしてその代表合なすものが，じ/レブア

ディングの「総識された資本主義」論であった。

序でのべたように， ヒノレブァダイングの「組織された熊本主義j論は，

融資本論Jと断絶したもので、はたく，その論理の発展のうえにうちたてられ

る。ヒノレブァディングは，u金融資本論』で「怒織
の抽象的観念をあたえたが，そのような時代がおとずれるさ

とはまったく患いもよらなかった。むしろそういっ

髄解街輸にあい通ずるものだという理由から否滋していた。しかし戦争・

命の体験さととおして「組織された議本主義jの魂ち築設を意識し，

議が安定崩聞にはし、るや，r組織さ の時代が到来したと る

にいたったのである。

こういった事態に直顕して，被の友人カーノレ・レンナーは，r懇織された資
本主義Jの時売に対応し，マルクス主義な「修正Jすべきだとする「生きた

マルク (lebendig合 Marxismus) 唱えたがニノレファダイング

も基本的にレンナーと同様の立場にたっていた〉。披は，結局，この時点では

ベルγシュタイ くだったのである。つまりさと産の無政府

ら相対的安定期の資本主識をとら也の止揚と経済の計回イじという

のであり，資本主義のかかる変化に対応して改良主義的な 々

，社会主義運動の指針としてたてたO 国際間態については，労機者繕級

の平和政策をど追求する嬢点から，趨帝関主義一一被によれば「滋実的平和主

義」一ーを主張した。私が本橋でとノレブァディソグの f組織された資本主義j

議という場合には，広義においてこの三三つ(0)組織された資本主義舎経済民

主々義信現実的平和主義〕を内容とした一時代観念さしている。まず本節で

はJ組織された資本主義j諭を唱えたので宥名な1924年の論文「持代の諸問

題Jと1927年のSPDキール大会での演説それに1925年のハイデノレベルク大
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会での綱領演説などを中心に， ヒノレファディングの「組織された資本主義」

論の理論構造を明確にする角度から，上述の第一の部分を検討する。

35) レーニン〔註18)17ベージ。

36) これについては，森果í~相対的安定期J の分析規角(その 1 )コミンテノレンの世

界経済論(2)J(北大経済学研究24(2)1974. 7)を参照。

37) Karl Renner， Auf dem ''Veg zur grossen Ernellerung， in : Die Gesellschaft， 5. 

Jg. Bd. 2， 1928. S. 292~293. i生きたマノレクス主義」については， Kurt Langer， 

So:zialdemokratlsche Wirtschaftstheorien der Nachkriegszeit， Basel， 1937， 

S. 16~18. 

38') R. Hilferding， Probleme der Zeit， in : Die Gesellschaft， 1. Jg. Bd. 1， 1924. 

最近この邦訳， Iヒノレファデイング 現代の諸問題(上・下〉一一J(国家独占

資本主義研究会訳，経済科学通信制， .1976. 9，帥1976.12) がだされたが，筆

者はまだ目にする機会をえていない。

39) R. Hilfetding， Die Au[gaben dεr Sozialdemokratie in der Republik (Rede 

auf dem Parteitag der SPD zu Kiel. in: Protokoll....….) 1927. 

40) R. Hilferding， Programmrede auf dem Heidelb町gerParteitag. (in: Protokoll 

一)1925. 

1. レンテマノレクの奇跡によって戦後インプレーションが収束された年の

1924年 4月， ヒノレファディングは，rゲゼノレシャフト』創刊号の巻頭論文「時
代の諸問題」において， ドーズ案採用前のまだ不安定の要因を残したドイツ

資本主義の観察から「組織された資本主義Jへの発展の方向性を読みとった。

そしてそれについてつぎのようにのべている。

「経済学において戦争と戦後のH寺期は，資本の集中傾向 (Konzentrationstenden-

zen) のとほうもない増大を意味する。カノレテノレとトラストの発展は強力に促進

される。自由競争の時代は終りに近ずいている。諸大独占は経済の決定的支配者

となり，社会的資本を集中し経済に用だてる銀行とますます緊密に結合するよう

になる。産業・商業・銀行資本のかつての分離形態は金融資本の形態において統

一にむかう。これは自由競争の資本主義から組織された資本主義への移行を意味

する。大経営における労働過程の社会化は産業部門全体の労働過程の社会化に，

そして社会化された産業部門相互の連合に進展する。かくて経済の意識的調整と

指導が生まれ，それは自由競争の資本主義に固有の無政府性を資本主義的基盤の

うえで克服する傾向をもっ。この傾向が障告なくつらぬくとすれば，その結果と
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してひとつの組織されているが， 敵対的形態において階層的に (hierarchisch)

組織された経済が生ずるであろう。

それは生産手段を所有している諸層のための，社会的生産の調整と組織化のこ

ころみである。この諸層は生産の指導と社会的生産物の分配にたし、して決定的な

影響力をもつであろう。資本主義的生産諸関係の不安定性は軽減され，恐慌ある

いは少くとも労働者へのその反作用は緩和される。大トラストによる新投資の計

画的配分，好景気の時期における固定資本の新投資の抑制，その不況期への延期，

中央銀行の適切な貨幣政策に支えられた大銀行のそれに応じた信用調整はそのよ

うな政策の手段をなすであろう。」

以上の引用からわかるように， ヒノレブァディングは，~金融資本論」に内在

していた「組織化」の論理を前田に押し出し，資本集中からときおこして金

融資本による資本主義の組織的統一化の筋道を明らかにしている。そして，

社会化された諸労働過程がカルテノレと金融資本によって社会的全体的に統合

されると単純に想定し，経済の意識的調整と生産の無政府性の止揚傾向を指

摘している。彼は結局，恐慌，失業，貧困を緩和ないし解消し，分配の敵対

関係のみを矛盾として残すような資本主義段階を，r組織された資本主義」と
して観念しているのである。

ヒノレファディシグのこうし、った見解は，一一序で、のベたごとく「金融資本

形態に統合」というところに彼の思考の特性があるのだが一一つぎのような

現実認識にもとづいている。第一に，戦時統制経済と戦後インフレーション

期の巨大コンツェノレン(たとえばシュティンネス〕の成立がもたらしたとほ

うもない資本の集中であり， ヒノレファディングは資本の集中の力強い前進に

戦後性をみたので、ある。第二に，インプレーションの収束をもたらしたライ

ヒスパンクを頂点、とする銀行の信用調整力であり，彼はその景気政策に恐慌

の解消を期待した。これに関連していえば，彼は，同じ原則的観点からでは

ないがとことわりつつ， J 'M ・ケインズらの研究に注目している(オット

ー・パウアーも1925年の演説でケインズの見解にふれている)。第三に，戦争

の結果として，生産手段産業に偏ってだが，資本主義が生産能力をかなり拡

大したという認識である。彼は，戦後危機さえ克服すれば，この拡大した生

産能力があらたな生産上昇と好景気の基盤になるとみていた。



ヒノレフアディ γグの「組織された資本主義」論(1) 上条 141 (557) 

以上の事実認識から， ヒノレプァディングは，rこの傾向が障害なくつらぬく
とすれば」という但し書きを付与しつつ，r組織された資本主義」への発展傾
向を展望した。それは確かに多少将来を先取りした発言である。というのは，

ヒノレファディングじしん 2カ月後のSPDベルリン党大会での演説におい

て，経済状態の不安定さと恐慌への危険性をみとめ，打開策としてドーズ案

の採用を訴えねばならなかったからである。ヒノレファディングがここで「組

織された資本主義」を先取り的にのべたのは，~金融資本論』いらいの彼独自

の「組織化の論理」によりつつ，資本主義の安定(Sta bilisierung) に即応

した社会主義運動の理論指針を打ちださんがためである。論文「時代の諸問

題」は，~ゲゼノレシャフト』創刊号の巻頭を飾るのにふさわしく， r組織された

資本主義」への一般的展望を示し，その観点から相対的安定期の資本主義の

諸問題一一社会主義への過渡期的性絡(経済民主々義)，農業問題，西欧にお

ける民主主義の発展とあたらしい政治的可能性，国際情勢(超帝国主義の可

能性〉等々一ーの要点をまとめて，社会民主々義者たちに理論研究の指針を

あたえた綱領的文書で、あった。実際に，この論文でのヒノレファディングの見

解は大部分SPDの新綱領にその基底をなすものとしてつらぬかれた。 1925

年のハイデノレベノレグ大会での綱領演説において， ヒノレファディングは「組織

された資本主義」の見地にたって，採択にふされたSPDの新綱領草案の要

点を解説しており，またドイツ革命期の社会化運動の総括から経済民主々義

運動の方向性を示した。この演説で，彼は「組織された資本主義」の成立を，

歴史的段階をおってつぎのように説明している。

第一段階，小経営にたいする大経営の技術的経済的優越性が勝利し，小経

営は撃退され，その社会的意義を喪失する。

第二段階，固定資本の巨大化が恐慌時における経営聞の競争負担の増加を

もたらし，結局競争の排除をめざした独占的組織への連合の動きを呼びおこ

す。これは利潤率の調整関係から各産業につぎつぎと波及する。かくて資本

の組織化傾向が資本主義的生産部門の無政府性に織りこまれ，階層的に組織

され資本主義が生ずる。しかしそれによって自由競争と無政府性を終需させ
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る資本主義の集中過程が汲みつくされるのではない。

第三段階は，私的経営の株式会社への移行をもって始まる。これを基礎と

して産業資本と社会の信用組織(銀行〉の結合が完成する。これは結局，金

融資本による産こ業・銀行・商業資本の統ーを生みだす。「金融資本はそれじし

ん資本主義的集中傾向の諸作用から生まれて，このように資本主義的集中傾

向を完遂し，そして資本主義的階級社会の枠内で可能な最高の仕J二げにおい

て，経済の階層的敵対的な組織を形成する。」

このようにヒノレファディングは，r組織された資本主義」の形成過程を三段
階にわけで歴史的側面からのべている。これは，上述の F時代の諸問題」に

おける見解を，~金融資本論J の「組織された資本主義」に結びつく部分を整

理する形で補強したものだと受けとることができょう。注目すべきことに，

ここでは，彼は金融資本概念を，資本主義の組織化の完成者として明確に位

置づけている。のちの論文では，それを「組織された資本主義において支配
46) * 

的な資本形態Jとさえのべている。

* ところで金融資本にかんするヒノレフアデイングのこういった見解にたいして，
相対的安定期には企業の自己金融化と銀行の地位の低下という現象が生じた。彼

はこれにどのように対処したのだろうか。それについて彼はつぎのようにのべて

いる。

「そのさい銀行が産業を絶対的に支配しているか，ないしは産業資本が絶対的

従属性のもとにあるかどうかと考えるのは俗人的であろう。ここでは根本的に対

立する利害が重要なのではなく，大部分間一的であるか平行的な利害が重要なの

である。」

つまり，組織化の観点にたつヒルプアディングは，金融資本における産業と銀

行の支配従属関係ということはもはや決定的ではないという形で，問題を処理し

たので、ある。

資本主義の組織化にかんするヒノレファディングの見解は，彼の報告に続い

ておこなわれた代議員の発言において，ほとんど異議を唱えられなかった。

そしてSPDの新綱領のなかにつぎのように組みこまれた。

「資本家的独占欲は，諸産業部門の総括へ，継起的生産段階の結合へ，そして
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カノレテノレとトラストにおける経済の組織化へあ至る。この過程は，産業資本・商

業資木そして銀行資本を金融資本へと結合する。」

結局， ヒノレブァディ γグの「組織された資本主義」論は，ハイデノレベルク

党大会で， S PDの公式的見解として採用されたわけで、ある。

さて，私は，r時代の諸問題」におけるヒノレファディングの「組織された資
本主義」が戦後インフレによって生じた巨大コンツェルンによる資本の集中

を事実認識の基礎のひとつにしているとさきにのベた。ところがこの巨大コ

ンツェノレンは，シュティンネスの破産に代表されるように，通貨の安定期に

はその非合理的組織なる面を暴露した。しかしヒノレファディングは，戦後イ

ンフレの収束とともに資本の集中過程も途絶するのではないとのベ，それに

かわる資本集中の動きをつぎのように指摘する。

ラインランドのコンツェルンは，旧カノレテル組織がもはや経済的に非合理的に

なったことを認識し，合理的に生産をおこない，動力の最少の費用で最大の生産

性を達成するためにトヲスト組織に移行する。今日広範に，iドイツ経済のカルテ

ノレ組織からトラスト組織への移行がおこなわれている。」

つまりここでヒノレファディングは，帝国主義のあたらしい局面に対応した

独占体と金融資本の再編強化と蓄積運動，すなわち合同製鋼や 1Gファノレベ

ンなどの大トラストを生みだしたドイツ経済における合理化過程の動きを，

「組織された資本主義」における経済の計画化の現実的基盤として指摘する

のである。彼は，その後，アメリカ的生産様式の導入をも意味するこのドイ

ツ合理化運動の成果をふまえ， 1927年， S PDキーノレ大会で、の演説において，

「組織された資本主義」の到来を確言するにいたった。前述の「時代の諸問

題」における種々の問題提起一一ーとくに農業問題と「現実的平和主義」にか

んするーーが， ヒノレアァディングの他の諸論稿で豊富な理論的内容をえてい

く一方， 1927年のこの有名な演説ではJ組織された資本主義Jの理解が比較

的まとまった形で，以下のごとくのべられている。

「・…われわれが現実にし、かなる状況にあるかを問うならば，たんに『後期資

本主義~ (W.ゾンパノレト一一号|用者) とL、う表現にとどまることがで、きず，こ
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の状況をまず非常に具体的に観察し，級儲に特徴づけなければならないだろう。

そこで決定的なのは，われわれが現下のところ根本的には盲目的な市場法則の摂

理によって純粋に支配される資本主義の自由競争の時代が過ぎ去り，経済の資本

主義的組織化に，したがって諸力が自由に発現する経済から組織された経済にい

たった資本主義の時期に住んでいるということである。J(傍点隔字体〉ー

ヒルファディングは，このように「組織された資本主義」の時代の到来を

確認し，つづけて栢対的安定期の観察から，r組織された資本主義」の諸特徴
をつぎのようにまとめている。

第ーに，合成化学の発展と応用で，これは資本主義的生産の技術的総基盤

を爆発的に変革する。

第二に，新技術の組織的利用で，新産業部門では資本はあらかじめ大規模

に，場合によっては一一人絹産業の例にあるように一一世界的に組織される。

それは「国際資本主義的コンツェノレ」への傾向をもっ。

第三に，資本主義的産業の国際化，すなわち国民的独占，カノレテノレ・トラ

ストが国際的に集中する傾向である。戦前，国民的に封鎖されていた資本は，

今日，驚くべきほど国際的連闘をもとめ，国際的組織化の道を追求している。

第四に，一ーもっとも重要な特徴だが一一，企業と経済の管理がもはや私

的ではなく社会的用件となっており，その結果国家の干渉が今日経済におい

て重要な位置を占めている。

このようにヒルファディングは，r組織された資本主義Jを4つの特徴にま
とめて説明している。この説明は， ヒルファディングの「組織された資本主

義」像をより明白にあたえるものであろう。すなわち「時代の諸問題」にお

いて金融資本による組織化といった形で多少抽象的に観念されていた彼の

「組織された資本主義」は，この演説では，①新技術的生産力的基盤にたち，

②国際的組織化にむかうほど資本が集中した，③国家によって管理された

一一国家資本主義的な一一資本主義の時代として体系化されている。ヒノレフ

ァディングがこうのベた当時ドイツ資本主義は，いわゆる「安定恐慌」を克

服して，合理化景気といった活況局面にはいり，戦後たちなおった鉄鋼・化
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占資本もき力強い調際的援開を繰り広げていたのそれはドイツ帝

ともいうべきものであったが， と/レブァディングはかかる

現実を「議機さ の時n:の暮あけと理解した。こういった情混

を茂投して，キ…ノレ大会におけるヒルファディングの f級織された資本主義J

論は，つづいて

大会ではむしろざたるライヒ

ぐって議論が関われたのである。

いてほとんど共感をもってむかえられ，

ひかえ「連合政権政策jの賛否をめ

以上，われわれは， ヒノレヲァダイングがあたえた「組織さ

の一般的な内移と特徴をみてきた。時代の諸詩惑で描泌された「組織された

資本主義Jは，相対的安建期の進行とともに一定の量豊富fむをへ，ついにはキ

、てその到来さと署長脅された。そして， 19初年の第二イ

ンタ…のブリュ"".-l!:ノレ大余を前後して，社会民主々畿運動内に「組織された

論の開花議室ど招いた。この大会でもJ組識された資本主義」は論

議の議要な部分を占め 3 その決議{戦後の経済状態と労働者階級の経済政策j

は，r私的独占の麓織された資本主義が自由競争の{隣人主義的資本主義に代霞
した主主滋部門数は増大しつつあるJと した。ま じ年にドイツ労働魁

合総同翠(ADGB)のハンブノレグ大会が開かれたが，この大会では，r組議さ
れた資本主義jの時代に対臨した社会主義運動の指針が討議されたのであ仙。

ところで，1-持代の詰問題Jにおいて， ヒノレブァディングは，相対治安定器

の資本主義がかかえた個々の諮問題を提起した。彼はその後に護い

でそれらに重量富な内容をあたえたのであるが，以上の検討では「組織された

の一般像を提示する理由からそれらを捨象してきた。われわれは

つぎにその具体像、公示すため， (1)農業問題(2)合理化(3)措級欝係の綻イじ(4)悶家

の経済介入の問点について，各論的に考察することにしたい。

* i綴織された資本:i:義Hi命は，多くのオ…スト p ・7 ノvタス主義 rイツ社
よって，種々の観点から銭関された。以下では季なかでも代

表的なカール・レンナー，オットー・ラィヒタ…，ゲオルグ・ディッカ…の所論

を例治的にあげておく。



146 (562) 経済学研究第27巻第2号

カ…ノレ・レンナーは， 1S28年の論文

において，アメ!lカの rJ止界的金滋5妻子{りとそれによって行実務機民地J化ざ
た豆一幹ツパといった世界絞済の対抗悶式から，つぎのように「綿織された資本

主義」宅どのべてし、為。

アメザカにたいするヨ-l'.lツパの対抗手段は， r経済生活のアメザカ{じく王子支援
化〉とその条例=としての大ヨーロッパ経済領域の護J]治である。この合理芝{とは「国

家によって総綴された資本主義Jによってのみ可能であり，われわれは絞済の国

家{じすなわわ「資本友達薬会霊童家的に組織する時期Ji，こナで?といたっているお

レンナーはかくて労働者階級の「社会主義弟溺家経済政策JとしてJ国家によ

って綴綴された資本主義」 と資本旅と労働遂による

'{:c務えた。

オットー・ラ{1:ニターI主， 1 

tこまずし「と，

下車丘綴dれた資不定義とその弁証法J

生産の資本主発的管理か

ぎり f!j'与の境界線にせまったJ過渡If'.lJで「政治化さ
経済介入の強化された資本気義一ーである。そして計画化と共同経済的管理化の

餓向と資本家的組綴の支配とのあいだに稜々の弁鉦法的矛j総合生んでし、る。たと

えば，労激務機層級の経済民設定義〔共同決定権〉の要求と凶家を支配しかっ綴

雲交の権力機能をかねそなえるにL、たった資本家的大級織の権力還要求との子局，生

産の然積による経済j蹴の合理化と景気綴潔およびi'll械の開余のところみにもか

かわらず，大トラストが滋毒事j生産の綴向をかえって強くし望景気循環と恐慌交止

ないといった矛盾，資本主義の悶際約級織化傾向と高率保護認税との矛盾，

深々 c

オット…・ライヒターは，結局，組織された資家三主義における上記のような弁

註記長的矛腐の激化から，階級闘今の尖鋭化と労働務階級による政治的権力学援の

展基還なたてている G

グ3ナノレク・ディッカ-ii，1928年の論文 f今日の資泳三主義」において，伎産力

。

と

る

::;"，ノレタスの所説合取りあげ，つぎのようにのべてい

もたらすと意識した三予感は， じつは生産カとElEお競争の

り9 第一次大紋後，資本主義が，あたらしい適応能力と柔軟

性をもっていることが玉沢された。

マ w
屯)0 c・m し，絞済過

程の~l‘溺的指導の明芽を食んでいる。そのさい，資ゑ主義はますます国家の支持

と保護ぜい治求せねばならず， 院径十日明州、山 ~Q害時間刑事十W

性ケ依存するようになる。
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かくてディッカーは，民主主主i家におけ‘るタ'j働者階級の影響力の増大に役会主義

るので'e!;る。

以上の例之氏からも は，綴々の論議のあいだで，さまt;

まに湾建奪三されていたー←三人わなかではずイッカーの所5識が一番じノレブアデ、イン
グに近~ーーことがわかる。したがってょっ線総な学説史的裟理が華客求されると

いえよう o

41) R. Hi1ferdin話， (Anm‘38) S. 1~2. 

42) Ebみ

43) Otto Bauぞれ Die 工高iirtschaftskrisein Osterreich， 1hre Urs詩chen-ihreHeilung. 

Vortra芸desH日rrnNationalrates Dr Otto Bauer auf der Hauptversammlung 

1925 des Bu百d部 derIndustrieang側 telltel1， Wi令11，1925. S. 3. 

ヰヰ) R.Hilferding， (Anm. 34) S. 169~171. 

45) R. Hilferding， (Anm. 40) S. 278~279 柚

46) R. Hilferding， Die Ei伊 ngesetzlichkeitder kapitalistischen EntwickJ社ng，Kaρ一

ital and Kapitallsmus. hJ¥v. Bernhard Ha工ms，i931， S. 20. 

47) a. a. O.き S.29. 

48) W ア…ベント同一ト F ドイ、y社会筏主党小丸~広悶可紋L !11口事11:5号訳， ミネノレ

ヴァ議議2ゑ 1969. 183べ…ジ0
49) R. HiIferding， (Anm. 40) S. 280~281. 

50) R. Hilferding， (Anm. 39) S“ 166. 

51) a.品.0.， S. 166~170. 

52) 品ノレ・レ汐ンチェア fr組織容れた資本定義』 と 「経済民家主義tU(ベ・ボリザ
ン fブハーリン了松形期の経済学』批判j高滋正之助訳，終文隣版， 1930 付録〉

129~1日ページせと参照。

53) 服部英太郎 Fドイツ社会政策論史〈上辺

き討委参照。

1967， 36~38ページ

54) Karl Rennぞれ Die wirtschaftlichen Grundlagen der 紛zialistischenPolitik nach 

dem Kriege， in: Der Kampf， 21. Jg.， 1928. 

55) Otto LeIchteム D"r organisierte Kapitalismus und seine D凶lektik，in:ひ討

Kampf， 21. Jgけ 1928画

56) Otto Leichter， Kiel und Linz， in: Der Kampf， 20‘，  1927， S. 308. 

57) Georg Decl詑r，Dcr KapitaJisml時 vonheute， in: Die Gese!lschaft， 5. Jg. Bd. 

2， 1928. 

弘 前述のごとく， ヒノレファディングは，
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の支配的法則として証明されている」と確認して，そこから資本主義の組織

化と計画化をみちびきだした。だが，彼はあらゆる産業部門においてカルテ

ルとトラストが成立すると考えたわけではない。とくに彼は，エノレプノレト綱

領の予測に反して，r農業において集中法則は決して妥当しない」とさえのべ
ているのである。ヒノレファディングのこの見解は， 1924年のハイデノレベルク

党大会における農業綱領作成への要求と関連してのべられた。そしてそれは

当時の社会民主々義のかなり支配的な見解であったようである。オーストロ

・マノレクス主義の代表的理論家のひとりであるオットー・パウアーは，小経

営にたいする大経営の技術的優越性の問題を大経営による小経営の駆逐の問

題と混同しではならないといい，経験は後者が幻想であり，小農経営と大経

営が並存関係にあることを示しているとのべている。

周知のように19世紀末に生じた農業綱領論争においては，中小農経営の根

強い残存傾向を指摘し，農民保護政策の必要性を訴えたシェーランクやフォ

ノレマールの修正提案にたいして，中小農経営の没落の必然性を説き小農保護

政策を否定するカウツキーの原則的見地が勝利した。しかし相対的安定期に

は，カウツキーのこの見解は修正されるか否定されるにいたった。そして農

楽における経営の集中を否定するとし寸共通認識にたって，オーストリア社

会党のウィーン農業綱領(1925年〉と SPDキーノレ農業綱領 (1927年〉が作

成されたのである。

ヒノレファディングは論文「農業問題への理論的評註J(1927年〉などにおい

て，農業における経営の集中法則の非妥当性とそれにたいする SPDの処方

隻をつぎのようにのベる。

まずヒノレファディングは，農業経営において集中法則が妥当しない事実を，

農業における土地所有配分の特異性すなわち土地所有配分が工業のように技

術的発明と経済法則の摂理によってなされるのではなく，征服・革命・国家

の干渉ー農業革命農奴解放ーによって遂行される点から説きおこしてし、く。

農業ではかかる暴力的行為が重要な役割をはたし，経済の作用は，この暴力

の諸結果をわずかに変更しうるにすぎない。したがって農業経営の集中の間
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もとづく技術的援越性のいかんからではなく，この土地所有

記分の性格と結びついた幾産物倒絡の形成の独語性から説明されなければな

らない。

関由競争の前提下℃は，工業において，炎期的にみれば，

産物{同格を決定する額向がある。農業では事情がことなり限界生産物，すな

わち需要に応じて生産されたものでもっとも本科な生産費のもとで製造され

た也産物が師絡を決定するo ~をしてそこに詰，供給にたいする欝要の超識と

いう f基本傾向jがありJ土地収穫逓減の法則jの作用から，価格のよ二弁傾

向が絶えず生じている。とくに海外農業というアウトサイダーと

躍していらい，幾業は自然、のカノレデノレをなすものとなり，そこでは技術的改

善役強要する競争の圧力が効果的に働かない。それゆえ近代的大経営となら

んで、文富腐の手にゆだねられた後進的依読さちな

が残存しているのであるο

いとなむ広範な小経営

かくてヒノレブプディングは，農業における資本集中の法則安否怠し，

が「組畿各れた資本主義jの後進領域であることをみとめるo それとともに，

農業では小経営を克撮して大規模様営に集中することの社会部政治的意義も

失われたとしてョそのかわりにつぎのような農業政策合かかげているoすな

わち彼は国有化ではなく，〈会関家の意識的干渉による農薬科学と農業‘技術の

あpらゆる成果の用による農業主主主主性の向上， φ農産物価絡形成への社会的

弓"渉によって生産の方向性を規定する穀物高梁独占といった二つ
キ

本互交策としてうちだす。これらの要求は農業にたいする国家の干渉を横粁ょ

したものである，結局ヒルブプディングは，罷家の意識的調整によって，

「組織された資本主義Jに総みこもうとしたといえる。

キ SPD農霊長綱領は，上述の二つに内総植民政策合加え，合理化政策，内地総

民政策，差是成物Iilti争各支持政策のつを議本的柱とした。ヒノレファグィ γグヲふそ

れらの政策によって，差益村の文化・生活水幾をき I~上げ，その都市化さとはかつて

差是民の主主殺構造を改善察し，幾Eミの支持をど袴ょうとした。 しかし合理型化運動は，資

金・技術面からいって大・中経営をその担いそ予とい小差是爆の没絡を一両では促

がす作用安もっていた。'結局， SPD農業総額は，農民保護者ど議いながら，都市
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ていたの示、為り，
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よび人口政策としらてのを手;格きどもつ

まる幾多義務慌の深刻化のなかで農民

を引きつける総JJi;!:失ってゆく

さでヒノレブァデ 4 ングが農業・経済の集中法則合否定するのにもちだ

産物経絡論は，つまるところ供給にたし、ずる諮裂の超過という

傾向」を土台にしているといってよし、じルファデ、ィングのこの兇解法，む

ろん後の地代論把握にも諮問するのであるが，開時に当時のドイツ

んする彼の実務実認識と密接に結びついているの彼は税対的安建溺のドイツ農

業についてっきfのようにのべている O

f海外務領域の編入から発した〈農業の h 引用者。鰭格刻版は，すでに18961ド
いらい過ぎ去っ v亡しみ。戦争までは農産物の続格上手専の一時代ぐるった。 1921年
から1924ifまでのはげしい農業恐慌もまた過を、去った。ロシアと東南ヨ…口ツパ

における農業本命は，この領域の檎11¥能力をとほうもなく，おそらくは長期的tこ

滅返させた。われわれは，長義広物供給のおくれた季この土強力日が総務上昇tこ対応し

てのみな

く

して，

すなわち， と/レブァーディングは，まず， 1875年から95年まで、の:終期にわ

たった戦前の農業恐i慌が，認一戸ッパ主要資本主義闘での高率農業関税の設

定とアメリカでの工業拡大によるi村議範大から生じた穀物輸出の停滞によっ

て克臆されたことを確器した。そしてこのアメヲカの穀物輸出停滞が戦後も

つらぬくと考える。つぎに彼は戦後恐様が克服されたとのべる。これについ

て1924年の論文「尚業政策と農業恐慌にjよりつつ説明すると，設は戦後の

農業恐慌がi戦前のとはことなり，海外の安価な農産物の詩人によってでは

なく一一アメリカの穀物はもはや安いと拭いえない一一…，購翼完の一時的低

下によるものだと主張した。この購買力の低下は，戦後世界経済祉慌，イン

プレーシ器ンおよび為替総湯の変動による混乱から生じたものであるO しか

し故治的安定さえとりもどせば，ふたたび好況が展裂される。それとともに

も拡大し，差是遊物価iおと工業鵠絡のこれまでの関係を議転す

るだろう O ヒノレファディングは， 1924年当時のこの予関が，今や実現される
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にいたったと考える。そして，東南ヨーロッパにおける農業革命が，大土地

所有を小殺に分配することによって生霊長性三どいちじるしく低下さ亮仁美壊に

わたって輸出能力者ど減退窓せるということから， ドイツ農業の活況傾向

くといった見とおしをたてている O かかる見とおしから，ヒルブア

ダイングは，彼の農産物櫨格論をど段錯したといえる。

確かに1925年から1928年にかけてのドイツで、は，

がみられた。しかしこれはじルファディングが考えたほどではなく，農業と

工業の鍛状器格援を根本的に解消するものでなかった。しかも皮肉なことに

ヒルアァディングらが袋梁綱領を採用した翌年すでにドイツは世界幾多長の生

霊長:過穀類自に巻きこまれ，農産物価格の崩落にみまわわた同のである。そして

世界農ー業恐機が生ずるわけだがそれはとノレブプディングの農産物価格論の姦

盤を根Cそぎ奪い去った。小殺をど激減させ，中長経営を危機に追いやり，い

ちじるしく差是認j務分解を進行させたσSPDの農業鱗領は，なんら

る有効牲を示しえなかった。現状に不満なおぼえた農民は，逆にナチス

のもとに紋済なもとめて結集することになるの、で毒るのかくてヒノレツァディ

ングの「麓験された資本主義j論の根本的欠簡は，農業についての見とおし

の誤まりに，ひとつの端的な淡混を示しているといえよう。

58) 孔 Hilferding，(Anl1l. 40) S. 277マ TheoretischeBemerkun認en2m Agrarfrage， 

in : Die Gesellsc¥羽ft，4 Jg. Bd. 1， 1927， S. 428. 

59) Otto Bauer， ZUI1l Parteitag， in: Der Kam〆， 18. Jg.， 1925， S. 404~406. 

60) 浅=t.争ミ審者 fドイツ社会民主党研究序説(下〉 一世紀転換期における正統主義と

修正主義をめぐって一一JC終済系59.60s義， 1964)， rU口和男 f幾認定綱領をめぐ

る紛争Jcr ドイツ社会思秘史研究』ミネノレグァ番勝， 1974，第2言〉を参照。
61) この邦訳は，社会緩済滋究所「幾多義政策綱領jJ(設3)の付童話にある。

62) R. Hilf令rding，Theoretische Bel1lerkungen zur Agra主frage(Anl1l. 58) S. 411~ 

432. 

63) 幾分く孫子「ドイツ役会民主党と燦霊堂綱領問題一一 1918年-1927年一一五大野英二
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1， 1924， S. 115~118. 
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67) 原田湾「ドイツ資本主義の農業問題J(九大経済学部40周年記念論文集， 1967)， 

谷口信和「ワイマーノレ・ナチス期におけるドイツ農民層分解の特質J(商学論集45
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